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■ 

海あ

士ま

町
と
は

　

昨
年
10
月
海
士
町
を
訪
れ
、
山
内
町
長
や
職

員
の
方
か
ら
お
話
を
伺
う
機
会
を
得
た
。

　

こ
の
町
の
取
り
組
み
は
、
今
、
全
国
か
ら
注
目

さ
れ
て
い
る
。

　

海
士
町
は
人
口
約
２
，

５
０
０
人
、
島
根
半
島
の
沖

合
60
㎞
に
位
置
し
、
隠
岐

諸
島
の
中
ノ
島
全
域
を

行
政
区
域
と
す
る
一
島

一
町
の
島
で
あ
る
。

　

こ
の
町
も
、
他

の
自
治
体
と
同
じ

く
、
平
成
10
年

頃
ま
で
国
の

経
済
対
策
に
応
じ
て
公
共
事
業
へ
の
投
資
を
進

め
て
き
た
結
果
、
地
方
債
償
還
な
ど
財
政
危
機

に
直
面
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
平
成
14
年
５
月
民

間
の
経
営
感
覚
を
持
っ
た
山
内
道
雄
氏
が
町
長

に
就
任
。
大
幅
な
給
与
カ
ッ
ト
な
ど
大
胆
な
行

政
改
革
を
行
う
「
守
り
の
戦
略
」
を
実
施
す
る
一

方
で
、
地
域
資
源
を
見
つ
め
な
お
し
、
１
次
産
業

（
海
・
潮
風
・
塩
が
キ
ー
ワ
ー
ド
）
で
新
産
業
・

雇
用
の
場
を
創
出
す
る
と
い
う
「
攻
め
の
戦
略
」、

海
士
フ
ァ
ン
を
増
や
す
「
都
市
部
と
の
交
流
」
を

積
極
的
に
行
っ
て
い
る
（
詳
細
は
、
地
域
再
生

H
P

　

http://w
w
w
.w

agam
achigenki.jp/

を

参
照
）。

　

そ
の
結
果
、
平
成
17
年
度
に
は
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー

ン
者
96
人
（
内
訳
：
20
～
40
歳
代
36
世
帯
、
50
歳

以
上
の
世
帯
８
世
帯
）
を
受
け
入
れ
、
定
住
人
口

が
増
加
し
地
域
の
活
力
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。

■ 

取
り
組
み
ポ
イ
ン
ト

　

海
士
町
の
取
り
組
み
の
主
な
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
３
点
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
ず
は
、
山
内
町
長
が
Ｎ
Ｔ
Ｔ
勤
務
時
代
に

民
間
と
の
競
争
で
培
っ
た
経
営
感
覚
が
存
分
に

発
揮
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
役
場
を
株
式
会

社
に
見
立
て
、
総
合
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の
経

営
意
識
を
職
員
に
浸
透
さ
せ
て
お
り
、
住
民
は

顧
客
・
株
主
、
町
長
は
代
表
取
締
役
、
助
役
は
専

務
、
課
長
は
取
締
役
、
そ
の
他
職
員
は
社
員
で
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
週
一

(有)隠岐潮風ファーム

つなぐ島
〜島根県隠岐郡海

あ

士
ま

町〜
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回
、
課
長
職
以
上
14
名
が
出
席
し
て
開
か
れ
る

「
経
営
会
議
」
が
あ
る
。
こ
の
場
で
は
、
様
々
な
情

報
や
意
識
、
町
の
方
向
性
の
共
有
が
図
ら
れ
て

意
思
決
定
が
な
さ
れ
て
い
く
。

　

２
つ
目
は
、町
長
の
経
営
感
覚
に
優
れ
た
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
迅
速
な
決
断
力
を
内
部
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
と
し
て
支
え
、
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
、
実

行
す
る
町
職
員
の
存
在
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

特
に
、
地
産
地
商
課
大
江
課
長
、
財
政
課
吉
元

課
長
、
Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
セ
ン
タ
ー
奥
田
特
命
担
当

課
長
の
３
名
は
、
10
年
程
前
か
ら
若
い
人
材
が

流
出
し
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
が
困
難
に
な
り

つ
つ
あ
る
状
況
に
危
機
感
を
抱
き
、
自
主
的
に

地
域
活
性
化
の
研
究
を
進
め
、
新
産
業
創
出
、
雇

用
の
場
の
確
保
を
模
索
し
続
け
て
き
て
い
た
。

国
の
経
済
政
策
で
あ
る
公
共
事
業
に
頼
る
の
で

は
な
く
、
自
立
し
た
町
を
目
指
す
た
め
地
域
資

源
で
あ
る
１
次
産
業
の
活
性
化
を
目
指
し
た
。

危
機
感
を
持
ち
な
が
ら
地
道
に
活
動
を
行
っ
て

い
た
職
員
が
い
る
中
で
、
経
営
感
覚
を
持
っ
た

山
内
町
長
が
就
任
す
る
こ
と
に
よ
り
、
今
ま
で

職
員
の
中
の
く
す
ぶ
っ
て
い
た
思
い
に
火
が
付

き
、
一
気
に
そ

れ
が
町
の
戦
略

と
し
て
現
れ
て

い
る
。

　

現
在
そ
れ
は
、

Ｃ
Ａ
Ｓ
凍
結
セ

ン
タ
ー
（
鮮
度

そ
の
ま
ま
の
魚

介
類
を
出
荷
可
能
）、
特
区
申
請
に
よ
っ

て
地
元
建
設
会
社
が
農
業
分
野
に
参
入
し

た(

有)

潮
風
フ
ァ
ー
ム
（
隠
岐
牛
）、
海
士

御
塩
司
所
（
伝
統
製
塩
）
と
し
て
実
現
し

て
い
る
。
そ
こ
で
加
工
、
出
荷
さ
れ
る
製

品
は
現
在
海
士
町
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
広
ま

り
つ
つ
あ
り
、
一
例
と
し
て
隠
岐
牛
を
挙

げ
る
と
、
東
京
食
肉
市
場
に
初
出
荷
し
た

黒
毛
和
牛
は
最
高
品
位
の
Ａ
５
に
格
付
け

さ
れ
る
な
ど
松
坂
牛
並
み
の
品
質
と
値
段

の
評
価
を
得
て
ブ
ラ
ン
ド
牛
と
し
て
の
一

歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

　

３
つ
目
は
、
国
の
支
援
措
置
な
ど
を
活
用
し

て
産
品
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
、
都
市
と
の
交
流
を

企
画
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
、
一
橋
大
学
の
学

生
や
「
地
域
産
業
に
燃
え
る
人
の
会
」
を
は
じ

め
外
部
と
の
様
々
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
て
き
て
い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
外
部

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
情
報
の
入
手
だ
け
で
な

く
海
士
町
と
連
携
し
た
新
し
い
取
り
組
み
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
外
部
と
の
交
流

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
人
脈
に
よ
り
さ
ら
に
海

士
町
の
取
り
組
み
が
情
報
発
信
さ
れ
、
新
た
な

人
脈
を
惹
き
寄
せ
る
こ
と
が
交
流
人
口
や
定
住

人
口
の
増
加
に
繋
が
っ
て
い
る
。

■ 

次
代
へ
と
つ
な
ぐ

　

平
成
17
年
度
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
は
96
人
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
は
20
～
40
歳
代
で
あ
る
。

　

町
長
を
は
じ
め
海
士
の
人
た
ち
と
話
し
て
い

山内道雄 町長

る
と
、
確
か
に
“
こ
こ
に
住
ん
で
み
た
い
”
と
い

う
気
に
な
っ
て
く
る
。
離
島
で
暮
ら
す
こ
と
の

不
安
よ
り
も
、こ
こ
な
ら
ば
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
で
き
そ
う
だ
、
そ
ん
な
感
覚
に
さ
せ
ら

れ
る
町
で
あ
る
。

　

今
後
、
町
で
は
地
元
の
若
者
や
呼
び
込
ん
だ

若
い
人
材
を
い
か
に
“
海
士
ら
し
い
人
”
に
育
て

る
か
に
力
を
入
れ
て
い
く
と
い
う
。『
海
士
を
次

の
世
代
へ
つ
な
ぐ
』と
い
う
高
い
志
が
ま
さ
に
現

在
の
海
士
町
の
地
域
資
源
と
な
り
、「
守
り
」
の

戦
略
に
よ
る
痛
み
に
耐
え
な
が
ら
も
、
逆
に
楽

し
み
な
が
ら
様
々
な
新
し
い
取
り
組
み
を
次
々

と
実
現
さ
せ
て
い
る
。

　

そ
う
し
た
姿
が
、
一
層
外
部
か
ら
様
々
な
人

材
を
惹
き
寄
せ
る
要
因
と
な
っ
て
、
交
流
人
口
、

定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
て
地
域
を
活
性
化
さ
せ
、

未
来
の
海
士
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
の
だ
と
思

う
。
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